






(目的) 

Fibronectinは,細胞表層と血漿の両方に存在する高分子糖蛋白であり,分子量は約45万で

ある。血漿 Fibronectin(以下 pFN)は,古くは coldinsoluble globulin と言われていたもの

であり,また opsonicα2-surface binding glycoprotein とも言われ,細網内皮系の貧食機

能にとって重要な因子であり,pFN レベルは,細網内皮系の貧食能と相関すると言われてい

る。 

膠原病において,免疫複合体は主に細網内皮系により処理されると考えられている。そこで

著者らは,膠原病における血漿 Fibronectin を測定し,細網内皮系の貧食能について検討し

た。 


